
接種後に、健康に異常があるとき

接種を行った医師・かかりつけの医師、HPVワクチン接種後に生じた症状の診療に関する協力医療機関
※協力医療機関の受診については、接種を行った医師またはかかりつけの医師にご相談ください

不安や疑問があるとき、日常生活や学校生活で困ったことがあるとき

お住まいの都道府県に設置された相談窓口（衛生部局、教育部局）

ＨＰＶワクチンを含む予防接種、インフルエンザ、性感染症、その他感染症全般についての相談

厚生労働省　感染症・予防接種相談窓口

予防接種による健康被害救済に関する相談や、どこに相談したらよいかわからないとき

お住まいの市町村の予防接種担当部門

HPVワクチンに関するよくあるご質問（Q&A）については、こちらをご確認ください。
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きょうじょう

小学校6年  ～
 高校1年   の

女の子 と

保護者の方へ
大切なお知ら

せ相
当

お子様にもわかりやすい概要版もあります。詳細版
しょう さい ばん

がい よう ばん

すべてのワクチンの接種には、効果とリスクとがあります。
まずは、子宮頸がんとHPVワクチン、子宮頸がん検診について知ってください。
周りの人とお話ししてみたり、かかりつけ医などに相談することもできます。

HPVワクチンについて知ってください

けんけい しん

ＨＰＶワクチンについて知ってください
～あなたと関係のある“がん”があります～

2025年2月改訂版

厚労省　ＨＰＶ厚生労働省のホームページでは、
HPVワクチンに関する情報をご案内しています。

お問合せ先



子宮頸がんの現状 子宮頸がんにかかる仕組み
子宮頸がんの原因は、長らく明らかになっていませんでしたが、1982年、ドイツのハラルド・ツァ・ハウゼン氏により、
子宮頸がんのほとんどがヒトパピローマウイルス（HPV）というウイルスの感染で生じることが発見されました。
同氏は、この功績により2008年ノーベル医学生理学賞を授与されました。

HPVには200種類以上のタイプ（遺伝子型）があり、
子宮頸がんの原因となるタイプが少なくとも15種類あることがわかっています。
HPVに感染しても、すぐにがんになるわけではなく、いくつかの段階があります。

＜一生のうち子宮頸がんになる人＞ ＜子宮頸がんで亡くなる人＞

子宮頸がんは、子宮の頸部という子宮の出口に近い部分にできるがんです。
子宮頸がんは、若い世代の女性のがんの中で多くを占めるがんです。

日本では毎年、約1万人の女性がかかる病気で、さらに毎年、約3,000人の女性が亡くなっています。
患者さんは20歳代から増え始めて、
30歳代までにがんの治療で子宮を失ってしまう（妊娠できなくなってしまう）人も、1年間に約1,000人います。

子宮頸がんの治療
子宮頸がんは、早期に発見し手術等の治療を受ければ、
多くの場合、命を落とさず治すことができる病気です。

進んだ前がん病変（異形成）や子宮頸がんの段階で見つかると、手術が必要になります。
病状によって手術の方法は異なりますが、子宮の一部を切り取ることで、
妊娠したときに早産のリスクが高まったり、
子宮を失うことで妊娠できなくなったりすることがあります。

HPVは、女性の多くが“一生に一度は感染する”といわれるウイルスです。
感染しても、ほとんどの人ではウイルスが自然に消えますが、一部の人でがんになってしまうことがあります。
現在、感染した後にどのような人ががんになるのかわかっていないため、感染を防ぐことががんにならないための手段です。

1万人あたり125人 1万人あたり34人

2 3

頸部 子宮

さい

にん しん

かん じゃ

ち りょう

かんさん

し

けい けい

にん しん

りょうち

＜子宮頸がんの進行＞
⓪正常 ①HPVの感染※ ②HPVの持続感染 ③前がん病変（異形成） ④子宮頸がん

ほとんどは
自然に消えます→（⓪へ）

数年～十数年かかって進行
※HPV感染は、主に性的接触によって起こります。一生のうちに何度も起こりえます。

しょくせっ

正常な子宮頸部の
細胞にHPVが感染する。

がんになる手前の
状態になる。

前がん病変から
がんになる。

一部の人でHPVがなくならず、
ずっと感染した状態になる。

さいぼう

一部は自然に正常に戻ることがあります→（⓪へ）
もど

ヒトパピローマ
ウイルス感染

1クラス約35人の女子クラスとして換算

じゅ

い でん し がた

よ

つまりこれってどのくらい？

2クラスに1人くらい 10クラスに1人くらい

手術などの治療が必要になります

出典 国立がん研究センター がん情報サービス　2020年全国推計値に基づく累積罹患リスク、2022年累積死亡リスク、2022年人口動態統計がん死亡データより
るいせき り かん
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